
令 和 ６ 年
９月20日
（金曜日）

毎
週
火
・
金
曜
日
発
行

○
告
示

瀬
戸
内
海
環
境
保
全
特
別
措
置
法
第
五
条
第
一
項
の
規
定
に
基
づ
く
許
可
申
請
の
概
要（
環
境
政
策
課
）
…
…
…
一

生
活
保
護
法
の
規
定
に
基
づ
く
指
定
医
療
機
関
の
廃
止
の
届
出
（
厚
政
課
）

二

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

生
活
保
護
法
の
規
定
に
基
づ
く
指
定
医
療
機
関
の
変
更
の
届
出
（
厚
政
課
）

三

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

生
活
保
護
法
の
規
定
に
基
づ
く
施
術
機
関
の
指
定
（
厚
政
課
）

三

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

生
活
保
護
法
の
規
定
に
基
づ
く
指
定
介
護
機
関
の
廃
止
の
届
出
（
厚
政
課
）

三

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

生
活
保
護
法
の
規
定
に
基
づ
く
指
定
介
護
機
関
の
変
更
の
届
出
（
厚
政
課
）

四

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

保
安
林
の
指
定
（
森
林
整
備
課
）

四

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

河
川
区
域
の
変
更
に
よ
る
廃
川
敷
地
等
（
河
川
課
）

五

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

○
公
告

令
和
六
年
度
家
畜
人
工
授
精
師
養
成
講
習
会
の
開
催
（
畜
産
振
興
課
）

六

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

公
共
測
量
の
実
施
（
八
件
）
（
監
理
課
）

六

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

○
選
管
告
示

直
接
請
求
に
必
要
な
有
権
者
の
数

八

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

告

示

山
口
県
告
示
第
二
百
六
十
六
号

瀬
戸
内
海
環
境
保
全
特
別
措
置
法
（
昭
和
四
十
八
年
法
律
第
百
十
号
）
第
五
条
第
一
項
の
規
定
に
基

づ
く
特
定
施
設
の
設
置
の
許
可
の
申
請
が
あ
っ
た
の
で
、
そ
の
概
要
を
次
の
と
お
り
告
示
す
る
。

当
該
特
定
施
設
を
設
置
す
る
こ
と
が
環
境
に
及
ぼ
す
影
響
に
つ
い
て
の
調
査
の
結
果
に
基
づ
く
事
前

評
価
に
関
す
る
事
項
を
記
載
し
た
書
面
は
、
令
和
六
年
九
月
二
十
日
か
ら
同
年
十
月
十
一
日
ま
で
の

間
、
山
口
県
環
境
生
活
部
環
境
政
策
課
及
び
周
南
市
環
境
生
活
部
環
境
政
策
課
に
お
い
て
公
衆
の
縦
覧

に
供
す
る
。

令
和
六
年
九
月
二
十
日

山
口
県
知
事

村

岡

嗣

政

一

申
請
者
の
氏
名
又
は
名
称
及
び
住
所

氏
名
又
は
名
称

東
ソ
ー
株
式
会
社

住

所

周
南
市
開
成
町
四
五
六
〇
番
地

二

工
場
又
は
事
業
場
の
名
称
及
び
所
在
地

名

称

東
ソ
ー
株
式
会
社
南
陽
事
業
所

所
在
地

周
南
市
開
成
町
四
五
六
〇
番
地

三

特
定
施
設
に
関
す
る
事
項

㈠

種
類
、
構
造
及
び
使
用
時
間
間
隔
等

種

類

構

造

使

用

の

方

法

能

力

(㎥
／
日
)

工
事
着
手

予

定

年
月
日

工
事
完
成

予

定

年
月
日

使
用
開
始

予

定

年
月
日

使
用
時
間

間

隔
一
日
当
た

り
の
使
用

時

間
季
節
的
変

動
の
概
要

二
七－

ヌ

四
・
八
令
和
六
、

一
一
、
一
令
和
七
、

八
、
三
一
令
和
七
、
九
、
一
連

続
二
四
時
間
変
動
な
し

備
考

「
二
七－

ヌ
」
と
は
、
水
質
汚
濁
防
止
法
施
行
令
（
昭
和
四
十
六
年
政
令
第
百
八
十
八
号
）
別
表
第
一

第
二
十
七
号
の
無
機
化
学
工
業
製
品
製
造
業
の
用
に
供
す
る
廃
ガ
ス
洗
浄
施
設
を
い
う
。一
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㈡

排
出
さ
れ
る
汚
水
等
の
汚
染
状
態
の
値
及
び
汚
水
等
の
量

種

類

汚

水

等

の

汚

染

状

態

の

値

汚
水
等
の
一
日
当
た
り
の
量
（
㎥
)

水
素
イ
オ
ン
濃
度

（
水
素
指
数
)

化
学
的
酸
素
要
求
量

(㎎
／
ℓ
)

浮

遊

物

質

量

(㎎
／
ℓ
)

窒

素

(㎎
／
ℓ
)

燐り
ん

(㎎
／
ℓ
)

通

常

最

大

通

常

最

大

通

常

最

大

通

常

最

大

通

常

最

大

通

常

最

大

二
七－
ヌ

二

二

～

五

二
・
三

二
・
三
検
出
せ
ず

検
出
せ
ず

〇
・
八

一
・
二

〇
・
四

〇
・
六

四
・
八

四
・
八

備
考

㈠
の
表
の
備
考
は
、
こ
の
表
に
つ
い
て
準
用
す
る
。

四

汚
水
等
の
処
理
施
設
に
関
す
る
事
項

㈠

種
類
、
構
造
及
び
使
用
時
間
間
隔
等

種

類

構

造

能

力

(㎥
／
日
)

処
理
の
方
式

使
用
時
間

間

隔

一
日
当
た
り

の
使
用
時
間

季
節
的
変
動
の

概

要

工
事
着
手
予
定

年

月

日

工
事
完
成
予
定

年

月

日

使
用
開
始
予
定

年

月

日

総
合
排
水
処
理
施
設

堰せ
き

囲

い

三
、
八
四
〇
、
〇
〇
〇

沈

殿

連

続

二

四

時

間

変

動

な

し

（
既

設
）

㈡

処
理
施
設
に
よ
る
処
理
前
及
び
処
理
後
の
汚
水
等
の
汚
染
状
態
の
値
並
び
に
汚
水
等
の
量

種

類

項

目

汚

水

等

の

汚

染

状

態

の

値

汚
水
等
の
一
日
当
た
り
の
量
（
㎥
)

水
素
イ
オ
ン
濃
度

（
水
素
指
数
)

化
学
的
酸
素
要
求
量

(㎎
／
ℓ
)

浮
遊
物
質
量

(㎎
／
ℓ
)

鉱
油
類

(㎎
／
ℓ
)

窒

素

(㎎
／
ℓ
)

燐り
ん

(㎎
／
ℓ
)

通

常

最

大

通

常

最

大

通

常

最

大

最

大

通

常

最

大

通

常

最

大

通

常

最

大

総
合
排
水
処
理
施
設

処
理
前

八

六

～

九

三

五

一
四
〇

二
八
〇

一

一
・
三

二
・
二

〇
・
一

〇
・
二
二
、九
四
九
、五
七
〇
二
、九
四
九
、六
四
八

処
理
後

〃

〃

〃

〃

一
〇

二
〇

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

五

排
出
水
の
汚
染
状
態
の
値
及
び
排
出
水
の
量

排

水

口

排

出

水

の

汚

染

状

態

の

値

排
出
水
の
一
日
当
た
り
の
量
（
㎥
)

水
素
イ
オ
ン
濃
度

（
水
素
指
数
)

化
学
的
酸
素
要
求
量

(㎎
／
ℓ
)

浮

遊

物

質

量

(㎎
／
ℓ
)

鉱
油
類

(㎎
／
ℓ
)

窒

素

(㎎
／
ℓ
)

燐り
ん

(㎎
／
ℓ
)

通

常

最

大

通

常

最

大

通

常

最

大

最

大

通

常

最

大

通

常

最

大

通

常

最

大

No．1

排

水

口

八

六

～

九

二
・
五

四
・
三

六

一
三

一

〇
・
九

一
・
二

〇
・
一

〇
・
二

二
三
九
、
九
六
〇

二
三
九
、
九
六
〇

No．2

排

水

口

〃

〃

三

五

一
〇

二
〇

〃

一
・
三

二
・
二

〃

〃

二
、九
四
九
、五
七
〇
二
、九
四
九
、六
四
八

山
口
県
告
示
第
二
百
六
十
七
号

生
活
保
護
法
（
昭
和
二
十
五
年
法
律
第
百
四
十
四
号
）
第
五
十
条
の
二
の
規
定
に
よ
り
、
指
定
医
療

二

山 口 県 報 （定期） 第 539 号令和６年９月20日 金曜日



機
関
か
ら
次
の
と
お
り
医
療
機
関
を
廃
止
し
た
旨
の
届
出
が
あ
っ
た
。

令
和
六
年
九
月
二
十
日

山
口
県
知
事

村

岡

嗣

政

医

療

機

関

廃
止
年
月
日

名

称

所

在

地

医
療
法
人
社
団
山
本
内
科
胃
腸

科

萩
市
大
字
椿
東
四
一
六
二

令
和
六
、

六
、
三
〇

つ
の
り
歯
科
医
院

山
口
市
泉
都
町
一
番
一
号

〃

七
、
一
七

山
口
県
告
示
第
二
百
六
十
八
号

生
活
保
護
法
（
昭
和
二
十
五
年
法
律
第
百
四
十
四
号
）
第
五
十
条
の
二
の
規
定
に
よ
り
、
指
定
医
療

機
関
か
ら
次
の
と
お
り
変
更
の
届
出
が
あ
っ
た
。

令
和
六
年
九
月
二
十
日

山
口
県
知
事

村

岡

嗣

政

一

医
療
機
関
の
名
称
及
び
所
在
地

変

更

後

変

更

前

名

称

所

在

地

名

称

所

在

地

医
療
法
人
伊
佐
歯

科
診
療
所

美
祢
市
伊
佐
町
伊
佐
四
八

四
三

伊
佐
歯
科
診
療
所

美
祢
市
伊
佐
町
伊
佐
四
八

四
三

二

変
更
年
月
日

平
成
七
年
九
月
二
十
九
日

一

指
定
訪
問
看
護
事
業
者
等
の
名
称
及
び
主
た
る
事
務
所
の
所
在
地

株
式
会
社
ア
ド
バ
ン
ス

山
口
市
湯
田
温
泉
一
丁
目
一
番
七
号

二

訪
問
看
護
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
等
の
名
称
及
び
所
在
地

変

更

後

変

更

前

名

称

所

在

地

名

称

所

在

地

訪
問
看
護
ス
テ
ー

シ
ョ
ン
ア
ド
バ
ン

ス

山
口
市
湯
田
温
泉
一
丁
目

一
番
七
号

ポ
ラ
ス
ケ
ア
訪
問

看
護
ス
テ
ー
シ
ョ

ン

山
口
市
湯
田
温
泉
一
丁
目

一
番
七
号

三

変
更
年
月
日

令
和
六
年
六
月
一
日

山
口
県
告
示
第
二
百
六
十
九
号

生
活
保
護
法
（
昭
和
二
十
五
年
法
律
第
百
四
十
四
号
）
第
五
十
五
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、
医
療

扶
助
の
た
め
の
施
術
を
担
当
さ
せ
る
機
関
を
次
の
と
お
り
指
定
し
た
。

令
和
六
年
九
月
二
十
日

山
口
県
知
事

村

岡

嗣

政

施
術
者
の

氏
名

施

術

所

指
定
年
月
日

名

称

所

在

地

亀
重

豊
美

亀
治
療
院

周
南
市
野
上
町
一
の
一
七

令
和
六
、

八
、
一
四

山
口
県
告
示
第
二
百
七
十
号

生
活
保
護
法
（
昭
和
二
十
五
年
法
律
第
百
四
十
四
号
）
第
五
十
四
条
の
二
第
五
項
に
お
い
て
準
用
す

る
同
法
第
五
十
条
の
二
の
規
定
に
よ
り
、
指
定
介
護
機
関
か
ら
次
の
と
お
り
介
護
機
関
を
廃
止
し
た
旨

の
届
出
が
あ
っ
た
。

令
和
六
年
九
月
二
十
日

山
口
県
知
事

村

岡

嗣

政

居
宅
介
護
事
業
者

居
宅
介
護
事
業
所

事
業
の

種
類

廃
止
年
月
日

氏
名
又
は
名

称

住
所
又
は
主

た
る
事
務
所

の
所
在
地

名

称

所

在

地

フ
ラ
ワ
ー
・
ブ

ロ
ス
Ｔ
Ｍ
Ｓ
株

式
会
社

宇
部
市
大
字
中

野
開
作
六
七

オ
リ
ー
ブ
薬
局

宇
部
市
大
字
東

岐
波
五
六
〇
七

の
二

居
宅
療

養
管
理

指
導

令
和
六
、二
、
二
九

〃

〃

コ
ス
モ
ス
薬
局

〃

大
字
中

野
開
作
六
八
の

七

〃

〃

〃

〃

〃

〃

か
り
ん
薬
局

〃

東
梶
返

三
丁
目
一
七
番

二
四
号

〃

〃

〃

〃

〃

〃

あ
か
ね
薬
局

山
口
市
緑
町
三

番
二
六
号

〃

〃

〃

〃

〃

〃

コ
ス
モ
薬
局

〃

泉
都
町

一
番
三
号

〃

〃

〃

〃

〃

〃

ひ
ま
わ
り
薬
局

山
陽
小
野
田
市

日
の
出
四
丁
目

五
番
二
号

〃

〃

〃

〃

三
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〃

〃

さ
つ
き
薬
局

〃北
竜
王
町
一
〇

番
八
号

〃

〃

〃

〃

〃

〃

さ
ゆ
り
薬
局

〃大
字
小
野
田
一

三
一
五
の
三
〇

〃

〃

〃

〃

〃

〃

つ
く
し
薬
局

〃大
字
鴨
庄
一
一

の
一
三

〃

〃

〃

〃

介
護
予
防
事
業
者

介
護
予
防
事
業
所

事
業
の

種
類

廃
止
年
月
日

氏
名
又
は
名

称

住
所
又
は
主

た
る
事
務
所

の
所
在
地

名

称

所

在

地

フ
ラ
ワ
ー
・
ブ

ロ
ス
Ｔ
Ｍ
Ｓ
株

式
会
社

宇
部
市
大
字
中

野
開
作
六
七

オ
リ
ー
ブ
薬
局

宇
部
市
大
字
東

岐
波
五
六
〇
七

の
二

介
護
予

防
居
宅

療
養
管

理
指
導

令
和
六
、二
、
二
九

〃

〃

コ
ス
モ
ス
薬
局

〃

大
字
中

野
開
作
六
八
の

七

〃

〃

〃

〃

〃

〃

か
り
ん
薬
局

〃

東
梶
返

三
丁
目
一
七
番

二
四
号

〃

〃

〃

〃

〃

〃

あ
か
ね
薬
局

山
口
市
緑
町
三

番
二
六
号

〃

〃

〃

〃

〃

〃

コ
ス
モ
薬
局

〃

泉
都
町

一
番
三
号

〃

〃

〃

〃

〃

〃

ひ
ま
わ
り
薬
局

山
陽
小
野
田
市

日
の
出
四
丁
目

五
番
二
号

〃

〃

〃

〃

〃

〃

さ
つ
き
薬
局

〃北
竜
王
町
一
〇

番
八
号

〃

〃

〃

〃

〃

〃

さ
ゆ
り
薬
局

〃大
字
小
野
田
一

三
一
五
の
三
〇

〃

〃

〃

〃

〃

〃

つ
く
し
薬
局

〃大
字
鴨
庄
一
一

の
一
三

〃

〃

〃

〃

山
口
県
告
示
第
二
百
七
十
一
号

生
活
保
護
法
（
昭
和
二
十
五
年
法
律
第
百
四
十
四
号
）
第
五
十
四
条
の
二
第
五
項
に
お
い
て
準
用
す

る
同
法
第
五
十
条
の
二
の
規
定
に
よ
り
、
指
定
介
護
機
関
か
ら
次
の
と
お
り
変
更
の
届
出
が
あ
っ
た
。

令
和
六
年
九
月
二
十
日

山
口
県
知
事

村

岡

嗣

政

一

居
宅
介
護
事
業
者
の
名
称
及
び
主
た
る
事
務
所
の
所
在
地

医
療
法
人
社
団
村
重
医
院

山
陽
小
野
田
市
須
恵
一
丁
目
一
二
番
一
〇
号

二

居
宅
介
護
事
業
所
の
名
称
及
び
所
在
地

変

更

後

変

更

前

名

称

所

在

地

名

称

所

在

地

デ
イ
サ
ー
ビ
ス
ひ

な
た
ぼ
っ
こ

山
陽
小
野
田
市
大
字
小
野

田
三
八
七
一
の
一

デ
イ
サ
ー
ビ
ス
ひ

な
た
ぼ
っ
こ

山
陽
小
野
田
市
須
恵
一
丁

目
一
二
番
二
一
号

三

変
更
年
月
日

令
和
三
年
二
月
十
五
日

山
口
県
告
示
第
二
百
七
十
二
号

森
林
法
（
昭
和
二
十
六
年
法
律
第
二
百
四
十
九
号
）
第
二
十
五
条
の
二
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、
保

安
林
を
次
の
よ
う
に
指
定
す
る
。

令
和
六
年
九
月
二
十
日

山
口
県
知
事

村

岡

嗣

政

一

保
安
林
の
所
在
場
所

山
口
市
阿
東
徳
佐
上
字
大
将
陳
一
〇
三
一
三
の
六
、
一
〇
三
一
三
の
七
、
阿
東
徳
佐
中
字
東
大
番

一
〇
四
三
八
、
一
〇
四
三
九
、
字
大
番
一
〇
四
四
〇
か
ら
一
〇
四
四
七
ま
で

二

指
定
の
目
的

土
砂
の
流
出
の
防
備

三

指
定
施
業
要
件

㈠

立
木
の
伐
採
の
方
法

⚑

次
の
森
林
に
つ
い
て
は
、
主
伐
は
、
択
伐
に
よ
る
。

山
口
市
阿
東
徳
佐
上
字
大
将
陳
一
〇
三
一
三
の
六
・
阿
東
徳
佐
中
字
東
大
番
一
〇
四
三
八
・

字
大
番
一
〇
四
四
七
（
以
上
三
筆
に
つ
い
て
次
の
図
に
示
す
部
分
に
限
る
。
）

⚒

そ
の
他
の
森
林
に
つ
い
て
は
、
主
伐
に
係
る
伐
採
種
を
定
め
な
い
。

四
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⚓

主
伐
と
し
て
伐
採
を
す
る
こ
と
が
で
き
る
立
木
は
、
山
口
市
森
林
整
備
計
画
で
定
め
る
標
準

伐
期
齢
以
上
の
も
の
と
す
る
。

⚔

間
伐
に
係
る
森
林
は
、
次
の
と
お
り
と
す
る
。

㈡

立
木
の
伐
採
の
限
度
並
び
に
植
栽
の
方
法
、
期
間
及
び
樹
種

次
の
と
お
り
と
す
る
。

（
「
次
の
図
」
及
び
「
次
の
と
お
り
」
は
、
省
略
し
、
そ
の
図
面
及
び
関
係
書
類
を
山
口
県
農
林
水

産
部
森
林
整
備
課
及
び
山
口
市
農
林
水
産
部
農
林
整
備
課
に
備
え
置
い
て
縦
覧
に
供
す
る
。
）

一

保
安
林
の
所
在
場
所

岩
国
市
周
東
町
差
川
字
清
水
一
〇
一
、
字
国
森
一
〇
一
〇
一
、
一
〇
一
一
八
か
ら
一
〇
一
二
〇
ま

で
、
周
東
町

越
字
代
仙
一
九
三
三
の
一
、
一
九
三
四
、
字
吉
ケ
浴
一
一
五
〇
五
の
一
、
一
一
五
〇

六
の
一
、
一
一
五
〇
六
の
二
、
一
一
五
〇
七
の
一
、
一
一
五
〇
八
、
一
一
五
〇
九
の
一
、
一
一
五
〇

九
の
三
、
一
一
五
一
〇
の
一
、
一
一
五
一
〇
の
二
、
一
一
五
一
一
の
一
、
一
一
五
一
一
の
二
、
字
堀

越
し
一
一
五
一
二
、
一
一
五
一
三
、
一
一
五
一
五
の
一
、
一
一
五
一
五
の
二
、
一
一
五
一
六
の
一
、

一
一
五
一
六
の
二
、
字
大
迫
一
一
五
一
八
の
一
、
一
一
五
一
八
の
二
、
周
東
町
西
長
野
字
長
尾
一
〇

四
二
六
の
一
か
ら
一
〇
四
二
六
の
四
ま
で
、
字
大
原
一
〇
四
二
七

二

指
定
の
目
的

土
砂
の
流
出
の
防
備

三

指
定
施
業
要
件

㈠

立
木
の
伐
採
の
方
法

⚑

次
の
森
林
に
つ
い
て
は
、
主
伐
は
、
択
伐
に
よ
る
。

岩
国
市
周
東
町
差
川
字
清
水
一
〇
一
・
字
国
森
一
〇
一
一
八
か
ら
一
〇
一
二
〇
ま
で
（
以
上

四
筆
に
つ
い
て
次
の
図
に
示
す
部
分
に
限
る
。
）
、
周
東
町

越
字
代
仙
一
九
三
四
・
字
吉
ケ

浴
一
一
五
〇
六
の
一
・
一
一
五
〇
六
の
二
・
一
一
五
〇
九
の
一
・
一
一
五
一
〇
の
二
（
以
上
五

筆
に
つ
い
て
次
の
図
に
示
す
部
分
に
限
る
。
）
、
周
東
町
西
長
野
字
長
尾
一
〇
四
二
六
の
一
・

一
〇
四
二
六
の
二
・
字
大
原
一
〇
四
二
七
（
以
上
三
筆
に
つ
い
て
次
の
図
に
示
す
部
分
に
限

る
。
）

⚒

そ
の
他
の
森
林
に
つ
い
て
は
、
主
伐
に
係
る
伐
採
種
を
定
め
な
い
。

⚓

主
伐
と
し
て
伐
採
を
す
る
こ
と
が
で
き
る
立
木
は
、
岩
国
市
森
林
整
備
計
画
で
定
め
る
標
準

伐
期
齢
以
上
の
も
の
と
す
る
。

⚔

間
伐
に
係
る
森
林
は
、
次
の
と
お
り
と
す
る
。

㈡

立
木
の
伐
採
の
限
度
並
び
に
植
栽
の
方
法
、
期
間
及
び
樹
種

次
の
と
お
り
と
す
る
。

（
「
次
の
図
」
及
び
「
次
の
と
お
り
」
は
、
省
略
し
、
そ
の
図
面
及
び
関
係
書
類
を
山
口
県
農
林
水

産
部
森
林
整
備
課
及
び
岩
国
市
農
林
水
産
部
農
林
振
興
課
に
備
え
置
い
て
縦
覧
に
供
す
る
。
）

一

保
安
林
の
所
在
場
所

岩
国
市
玖
珂
町
字
鳴
谷
一
〇
六
七
五
の
一
、
字
中
谷
津
一
〇
六
七
八
（
次
の
図
に
示
す
部
分
に
限

る
。
）
、
字
光
円
一
一
四
一
六
の
一
、
一
一
四
一
六
の
二
（
次
の
図
に
示
す
部
分
に
限
る
。
）
、
一

一
四
一
六
の
三
、
一
一
四
一
六
の
四
、
一
一
四
一
七
（
次
の
図
に
示
す
部
分
に
限
る
。
）

柳
井
市
伊
保
庄
字
横
畠
四
一
四
四
の
一
、
四
一
四
四
の
二
、
字
下
神
出
四
一
五
三
の
二
（
次
の
図

に
示
す
部
分
に
限
る
。
）
、
四
一
五
三
の
三

二

指
定
の
目
的

土
砂
の
流
出
の
防
備

三

指
定
施
業
要
件

㈠

立
木
の
伐
採
の
方
法

⚑

次
の
森
林
に
つ
い
て
は
、
主
伐
は
、
択
伐
に
よ
る
。

岩
国
市
玖
珂
町
字
鳴
谷
一
〇
六
七
五
の
一
・
字
中
谷
津
一
〇
六
七
八
・
字
光
円
一
一
四
一
六

の
一
・
一
一
四
一
六
の
二
（
以
上
四
筆
に
つ
い
て
次
の
図
に
示
す
部
分
に
限
る
。
）

柳
井
市
伊
保
庄
字
横
畠
四
一
四
四
の
一
（
次
の
図
に
示
す
部
分
に
限
る
。
）
、
字
下
神
出
四

一
五
三
の
二
、
四
一
五
三
の
三
（
次
の
図
に
示
す
部
分
に
限
る
。
）

⚒

そ
の
他
の
森
林
に
つ
い
て
は
、
主
伐
に
係
る
伐
採
種
を
定
め
な
い
。

⚓

主
伐
と
し
て
伐
採
を
す
る
こ
と
が
で
き
る
立
木
は
、
当
該
立
木
の
所
在
す
る
市
町
に
係
る
市

町
村
森
林
整
備
計
画
で
定
め
る
標
準
伐
期
齢
以
上
の
も
の
と
す
る
。

⚔

間
伐
に
係
る
森
林
は
、
次
の
と
お
り
と
す
る
。

㈡

立
木
の
伐
採
の
限
度
並
び
に
植
栽
の
方
法
、
期
間
及
び
樹
種

次
の
と
お
り
と
す
る
。

（
「
次
の
図
」
及
び
「
次
の
と
お
り
」
は
、
省
略
し
、
そ
の
図
面
及
び
関
係
書
類
を
山
口
県
農
林
水

産
部
森
林
整
備
課
及
び
関
係
市
役
所
に
備
え
置
い
て
縦
覧
に
供
す
る
。
）

山
口
県
告
示
第
二
百
七
十
三
号

河
川
区
域
の
変
更
に
よ
り
廃
川
敷
地
等
が
生
じ
た
の
で
、
河
川
法
施
行
令
（
昭
和
四
十
年
政
令
第
十

四
号
）
第
四
十
九
条
の
規
定
に
よ
り
、
次
の
と
お
り
告
示
す
る
。

そ
の
関
係
図
面
は
、
山
口
県
土
木
建
築
部
河
川
課
及
び
防
府
土
木
建
築
事
務
所
に
備
え
置
い
て
縦
覧

に
供
す
る
。

四
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令
和
六
年
九
月
二
十
日

山
口
県
知
事

村

岡

嗣

政

一

河
川
の
名
称

阿
武
川
水
系
阿
武
川

二

廃
川
敷
地
等
が
生
じ
た
年
月
日

令
和
六
年
九
月
二
十
日

三

廃
川
敷
地
等
の
位
置

山
口
市
阿
東
徳
佐
下
字
向
ひ
一
五
四
二
番
一
二

四

廃
川
敷
地
等
の
種
類
及
び
数
量

土
地

五
八
二
平
方
メ
ー
ト
ル

公

告

（
一
六
六
）
令
和
六
年
度
山
口
県
家
畜
人
工
授
精
師
養
成
講
習
会
の
開
催

家
畜
改
良
増
殖
法
（
昭
和
二
十
五
年
法
律
第
二
百
九
号
）
第
十
六
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
、
令
和

六
年
度
山
口
県
家
畜
人
工
授
精
師
養
成
講
習
会
を
次
の
と
お
り
開
催
し
ま
す
。

令
和
六
年
九
月
二
十
日

山
口
県
知
事

村

岡

嗣

政

一

講
習
会
の
種
別

家
畜
人
工
授
精
に
関
す
る
講
習
会

二

開
催
場
所

防
府
市
大
字
牟
礼

山
口
県
農
林
総
合
技
術
セ
ン
タ
ー
農
林
業
担
い
手
支
援
部

美
袮
市
伊
佐
町
河
原

山
口
県
農
林
総
合
技
術
セ
ン
タ
ー
畜
産
技
術
部

三

開
催
期
間

令
和
六
年
十
一
月
五
日
（
火
曜
日
）
か
ら
同
年
十
二
月
四
日
（
水
曜
日
）
ま
で

四

受
講
者
の
定
員

十
五
人

五

講
習
に
係
る
家
畜
の
種
類

牛

六

講
習
科
目

区

分

科

目

学
科

一
般
科
目

畜
産
概
論

家
畜
の
栄
養

家
畜
の
飼
養
管
理

家
畜
の
育
種

関
係
法
規

専
門
科
目

生
殖
器
解
剖

繁
殖
生
理

精
子
生
理

種
付
け
の
理
論

家
畜
人
工
授
精
及
び
家
畜
人

工
授
精
用
精
液
の
保
存

実

習

家
畜
の
飼
養
管
理

家
畜
の
審
査

生
殖
器
解
剖

発
情
鑑
定

精
液
精
子
検
査
法

家

畜
人
工
授
精
及
び
家
畜
人
工
授
精
用
精
液
の
保
存

七

受
講
申
込
書
の
提
出
期
限

令
和
六
年
十
月
十
五
日
（
火
曜
日
）

八

受
講
の
手
続

講
習
を
受
け
よ
う
と
す
る
者
は
、
受
講
申
込
書
を
住
所
地
を
管
轄
す
る
家
畜
保
健
衛
生
所
の
長
を

経
由
し
て
知
事
に
提
出
す
る
こ
と
。

九

受
講
者
の
決
定

受
講
者
を
決
定
し
た
と
き
は
、
そ
の
旨
を
書
面
に
よ
り
本
人
に
通
知
す
る
。

十

受
講
手
数
料

一
万
八
千
四
百
二
十
円
に
相
当
す
る
山
口
県
収
入
証
紙
を
受
講
申
込
書
の
所
定
の
欄
に
貼
る
こ

と
。
こ
の
収
入
証
紙
に
は
、
消
印
を
し
な
い
こ
と
。

十
一

そ
の
他

こ
の
講
習
会
の
受
講
に
つ
い
て
の
問
合
せ
は
、
山
口
市
滝
町
一
番
一
号

山
口
県
農
林
水
産
部
畜

産
振
興
課
（
電
話
〇
八
三－

九
三
三－

三
四
三
四
）
又
は
最
寄
り
の
家
畜
保
健
衛
生
所
に
す
る
こ

と
。

（
一
六
七
）
公
共
測
量
の
実
施

測
量
法
（
昭
和
二
十
四
年
法
律
第
百
八
十
八
号
）
第
三
十
九
条
に
お
い
て
準
用
す
る
同
法
第
十
四
条

第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、
山
口
農
林
水
産
事
務
所
長
か
ら
次
の
と
お
り
公
共
測
量
を
実
施
す
る
旨
の
通

知
が
あ
り
ま
し
た
。

令
和
六
年
九
月
二
十
日

山
口
県
知
事

村

岡

嗣

政

一

作
業
の
種
類

公
共
測
量
（
基
準
点
測
量
）

二

作
業
の
地
域

六
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防
府
市
大
字
奈
美

三

作
業
の
期
間

令
和
六
年
六
月
二
十
五
日
か
ら
令
和
七
年
三
月
三
十
一
日
ま
で

一

作
業
の
種
類

公
共
測
量
（
基
準
点
測
量
、
路
線
測
量
及
び
地
形
測
量
）

二

作
業
の
地
域

防
府
市
大
字
切
畑

三

作
業
の
期
間

令
和
六
年
八
月
一
日
か
ら
令
和
七
年
二
月
二
十
八
日
ま
で

（
一
六
八
）
公
共
測
量
の
実
施

測
量
法
（
昭
和
二
十
四
年
法
律
第
百
八
十
八
号
）
第
三
十
九
条
に
お
い
て
準
用
す
る
同
法
第
十
四
条

第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、
中
国
四
国
防
衛
局
長
か
ら
次
の
と
お
り
公
共
測
量
を
実
施
す
る
旨
の
通
知
が

あ
り
ま
し
た
。

令
和
六
年
九
月
二
十
日

山
口
県
知
事

村

岡

嗣

政

一

作
業
の
種
類

公
共
測
量
（
基
準
点
測
量
）

二

作
業
の
地
域

岩
国
市
日
の
出
町

三

作
業
の
期
間

令
和
六
年
六
月
二
十
七
日
か
ら
同
年
八
月
三
十
日
ま
で

（
一
六
九
）
公
共
測
量
の
実
施

測
量
法
（
昭
和
二
十
四
年
法
律
第
百
八
十
八
号
）
第
三
十
九
条
に
お
い
て
準
用
す
る
同
法
第
十
四
条

第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、
独
立
行
政
法
人
都
市
再
生
機
構
九
州
支
社
長
か
ら
次
の
と
お
り
公
共
測
量
を

実
施
す
る
旨
の
通
知
が
あ
り
ま
し
た
。

令
和
六
年
九
月
二
十
日

山
口
県
知
事

村

岡

嗣

政

一

作
業
の
種
類

公
共
測
量
（
基
準
点
測
量
及
び
水
準
測
量
）

二

作
業
の
地
域

下
関
市
秋
根
新
町

三

作
業
の
期
間

令
和
六
年
七
月
一
日
か
ら
令
和
七
年
三
月
二
十
一
日
ま
で

（
一
七
〇
）
公
共
測
量
の
実
施

測
量
法
（
昭
和
二
十
四
年
法
律
第
百
八
十
八
号
）
第
三
十
九
条
に
お
い
て
準
用
す
る
同
法
第
十
四
条

第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、
国
土
交
通
省
中
国
地
方
整
備
局
山
陰
西
部
国
道
事
務
所
長
か
ら
次
の
と
お
り

公
共
測
量
を
実
施
す
る
旨
の
通
知
が
あ
り
ま
し
た
。

令
和
六
年
九
月
二
十
日

山
口
県
知
事

村

岡

嗣

政

一

作
業
の
種
類

公
共
測
量
（
基
準
点
測
量
及
び
水
準
測
量
）

二

作
業
の
地
域

長
門
市
三
隅
下

三

作
業
の
期
間

令
和
六
年
七
月
一
日
か
ら
同
年
十
一
月
二
十
九
日
ま
で

一

作
業
の
種
類

公
共
測
量
（
基
準
点
測
量
、
水
準
測
量
及
び
Ｕ
Ａ
Ｖ
レ
ー
ザ
測
量
）

二

作
業
の
地
域

長
門
市
三
隅
中
及
び
三
隅
下

三

作
業
の
期
間

令
和
六
年
七
月
八
日
か
ら
同
年
十
一
月
二
十
九
日
ま
で

一

作
業
の
種
類

公
共
測
量
（
空
中
写
真
測
量
）

二

作
業
の
地
域

長
門
市
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三

作
業
の
期
間

令
和
六
年
七
月
十
六
日
か
ら
同
年
十
一
月
二
十
九
日
ま
で

（
一
七
一
）
公
共
測
量
の
実
施

測
量
法
（
昭
和
二
十
四
年
法
律
第
百
八
十
八
号
）
第
三
十
九
条
に
お
い
て
準
用
す
る
同
法
第
十
四
条

第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、
国
土
交
通
省
中
国
地
方
整
備
局
山
口
河
川
国
道
事
務
所
長
か
ら
次
の
と
お
り

公
共
測
量
を
実
施
す
る
旨
の
通
知
が
あ
り
ま
し
た
。

令
和
六
年
九
月
二
十
日

山
口
県
知
事

村

岡

嗣

政

一

作
業
の
種
類

公
共
測
量
（
空
中
写
真
測
量
、
修
正
測
量
、
写
真
地
図
作
成
及
び
航
空
レ
ー
ザ
測
深
測
量
）

二

作
業
の
地
域

山
口
市
、
防
府
市
及
び
周
南
市

三

作
業
の
期
間

令
和
六
年
七
月
八
日
か
ら
令
和
七
年
二
月
二
十
八
日
ま
で

（
一
七
二
）
公
共
測
量
の
実
施

測
量
法
（
昭
和
二
十
四
年
法
律
第
百
八
十
八
号
）
第
三
十
九
条
に
お
い
て
準
用
す
る
同
法
第
十
四
条

第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、
防
府
市
長
か
ら
次
の
と
お
り
公
共
測
量
を
実
施
す
る
旨
の
通
知
が
あ
り
ま
し

た
。

令
和
六
年
九
月
二
十
日

山
口
県
知
事

村

岡

嗣

政

一

作
業
の
種
類

公
共
測
量
（
基
準
点
測
量
及
び
水
準
測
量
）

二

作
業
の
地
域

防
府
市

三

作
業
の
期
間

令
和
六
年
七
月
八
日
か
ら
同
年
十
一
月
十
八
日
ま
で

（
一
七
三
）
公
共
測
量
の
実
施

測
量
法
（
昭
和
二
十
四
年
法
律
第
百
八
十
八
号
）
第
三
十
九
条
に
お
い
て
準
用
す
る
同
法
第
十
四
条

第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、
光
市
長
か
ら
次
の
と
お
り
公
共
測
量
を
実
施
す
る
旨
の
通
知
が
あ
り
ま
し

た
。

令
和
六
年
九
月
二
十
日

山
口
県
知
事

村

岡

嗣

政

一

作
業
の
種
類

公
共
測
量
（
修
正
測
量
）

二

作
業
の
地
域

光
市

三

作
業
の
期
間

令
和
六
年
七
月
九
日
か
ら
令
和
七
年
三
月
三
十
一
日
ま
で

（
一
七
四
）
公
共
測
量
の
実
施

測
量
法
（
昭
和
二
十
四
年
法
律
第
百
八
十
八
号
）
第
三
十
九
条
に
お
い
て
準
用
す
る
同
法
第
十
四
条

第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、
萩
土
木
建
築
事
務
所
長
か
ら
次
の
と
お
り
公
共
測
量
を
実
施
す
る
旨
の
通
知

が
あ
り
ま
し
た
。

令
和
六
年
九
月
二
十
日

山
口
県
知
事

村

岡

嗣

政

一

作
業
の
種
類

公
共
測
量
（
基
準
点
測
量
）

二

作
業
の
地
域

萩
市
大
井

三

作
業
の
期
間

令
和
六
年
七
月
十
六
日
か
ら
同
年
九
月
三
十
日
ま
で

選
挙
管
理
委
員
会

山
口
県
選
挙
管
理
委
員
会
告
示
第
五
十
二
号

地
方
自
治
法
（
昭
和
二
十
二
年
法
律
第
六
十
七
号
）
第
七
十
四
条
第
一
項
及
び
第
七
十
五
条
第
一
項
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に
規
定
す
る
選
挙
権
を
有
す
る
者
の
総
数
の
五
十
分
の
一
の
数
並
び
に
同
法
第
七
十
六
条
第
一
項
、
第

八
十
条
第
一
項
、
第
八
十
一
条
第
一
項
及
び
第
八
十
六
条
第
一
項
並
び
に
地
方
教
育
行
政
の
組
織
及
び

運
営
に
関
す
る
法
律
（
昭
和
三
十
一
年
法
律
第
百
六
十
二
号
）
第
八
条
第
一
項
に
規
定
す
る
選
挙
権
を

有
す
る
者
の
総
数
の
三
分
の
一
の
数
（
そ
の
総
数
が
四
十
万
を
超
え
八
十
万
以
下
の
場
合
に
あ
っ
て
は

そ
の
四
十
万
を
超
え
る
数
に
六
分
の
一
を
乗
じ
て
得
た
数
と
四
十
万
に
三
分
の
一
を
乗
じ
て
得
た
数
と

を
合
算
し
て
得
た
数
、
そ
の
総
数
が
八
十
万
を
超
え
る
場
合
に
あ
っ
て
は
そ
の
八
十
万
を
超
え
る
数
に

八
分
の
一
を
乗
じ
て
得
た
数
と
四
十
万
に
六
分
の
一
を
乗
じ
て
得
た
数
と
四
十
万
に
三
分
の
一
を
乗
じ

て
得
た
数
と
を
合
算
し
て
得
た
数
）
は
、
次
の
表
の
と
お
り
で
あ
る
。

令
和
六
年
九
月
二
十
日

山
口
県
選
挙
管
理
委
員
会
委
員
長

秋

本

泰

治

直
接
請
求
の
種
類

根

拠

規

定

必

要

な

有

権

者

の

数

県
条
例
の
制
定
又
は
改

廃
の
請
求

地
方
自
治
法
第
七
十
四

条
第
一
項

二
二
、
一
〇
七

県
の
事
務
の
執
行
に
関

す
る
監
査
の
請
求

地
方
自
治
法
第
七
十
五

条
第
一
項

県
議
会
の
解
散
の
請
求
地
方
自
治
法
第
七
十
六

条
第
一
項

二
三
八
、
一
六
四

県
議
会
の
議
員
の
解
職

の
請
求

地
方
自
治
法
第
八
十
条

第
一
項

下
関
市
選
挙
区

六
九
、
三
七
〇

宇
部
市
選
挙
区

四
四
、
四
五
二

山
口
市
選
挙
区

五
二
、
一
二
六

萩
市
・
阿
武
町
選
挙
区

一
三
、
三
二
三

防
府
市
選
挙
区

三
一
、
七
五
五

下
松
市
選
挙
区

一
五
、
五
四
七

岩
国
市
・
和
木
町
選
挙
区

三
七
、
〇
七
〇

光
市
選
挙
区

一
三
、
八
三
五

長
門
市
選
挙
区

八
、
九
〇
〇

柳
井
市
選
挙
区

八
、
五
〇
六

美
祢
市
選
挙
区

六
、
三
〇
一

周
南
市
選
挙
区

三
八
、
三
六
六

山
陽
小
野
田
市
選
挙
区

一
六
、
七
五
〇

周
防
大
島
町
選
挙
区

四
、
一
五
七

上
関
町
・
田
布
施
町
・
平
生
町
選
挙
区

七
、
九
八
一

知
事
の
解
職
の
請
求

地
方
自
治
法
第
八
十
一

条
第
一
項

二
三
八
、
一
六
四

副
知
事
、
県
の
選
挙
管

理
委
員
若
し
く
は
監
査

委
員
又
は
公
安
委
員
会

の
委
員
の
解
職
の
請
求
地
方
自
治
法
第
八
十
六

条
第
一
項

県
の
教
育
委
員
会
の
教

育
長
又
は
委
員
の
解
職

の
請
求

地
方
教
育
行
政
の
組
織

及
び
運
営
に
関
す
る
法

律
第
八
条
第
一
項
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令
和
六
年
九
月
二
十
日
印
刷

発
行
所

山

口

県

庁

令
和
六
年
九
月
二
十
日
発
行

発
行
人

山
口
県
知
事


